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・ ４月のドイツのＩｆｏ企業景況感指数は、２月に東西ドイツ統一後の最高水準を更新した後、２ヶ月

連続で低下（左図）。現況判断が前月から一段と改善して過去最高を更新したものの、先行きの業況

判断が昨年夏場～秋頃と同レベルに低下したことが響いた（低下は２ヶ月連続）。指数水準は依然と

して高く、景気の堅調な拡大持続を示唆するが、景気のモメンタムは近くピークを打つ可能性が高い。 

・ マインド慎重化には、原油高・新興国の金融引き締め・震災の影響などに伴う世界景気の減速懸念、

ユーロ高による輸出環境の限界的な悪化、利上げによる金融環境の限界的な悪化、物価高による家計

の実質購買力の目減り懸念などが影響した模様。だが、慎重化の程度はこれまでのところ限定的で、

企業関係者は何れの要因も景気を大きく腰折れするには至らないと見ていることが分かる。 

・ 業種別の先行き判断は、製造業、小売業、卸売業のプラス幅が縮小、建設業が再びマイナス圏入り、

別統計で捕捉されるサービス業が２月をピークに低下したことも含め、押し並べて慎重化（右図）。 

■ドイツＩｆｏ企業景況感 ■ドイツ：Ｉｆｏ業種別の先行き判断
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■ドイツＩｆｏ企業景況感

2010 2011 2011
2Q 3Q 4Q 1Q 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

企業景況感(総合) 101.8 106.7 109.0 110.9 106.9 107.7 109.3 109.9 110.3 111.3 111.1 110.4
現状指数 100.2 108.3 111.8 114.5 109.8 110.2 112.2 112.9 112.9 114.8 115.8 116.3
先行き指数 103.4 104.9 106.1 107.4 104.0 105.2 106.4 106.8 107.8 107.8 106.5 104.7

業況判断 2.9 12.5 17.1 21.0 13.0 14.6 17.9 18.9 19.9 21.8 21.4 19.9
製造業 9.6 19.7 23.6 29.1 20.2 21.8 25.3 23.7 27.8 29.5 29.9 28.8
建設業 -17.7 -16.8 -15.4 -5.6 -17.8 -16.2 -14.5 -15.6 -6.0 -3.6 -7.2 -5.7
卸売業 4.1 14.8 22.7 14.0 13.7 19.4 22.4 26.2 17.4 12.0 12.5 11.5
小売業 -6.6 8.5 15.5 12.8 11.9 9.3 13.3 24.0 13.9 12.4 12.1 9.1

出所：Ifo  


